
質問日 平成24年8月30日(木) 中学３年 ポニーちゃん

質問へのお答え

数専ゼミ数学教育研究所・通信教育指導部

Ô Ô

質問の内容

図で，四角形ＡＢＣＤは∠ＡＢＣ＝６０°の平行四辺形，Ｅは∠ＢＡＤの二等分線と辺ＣＤ

との交点である。点Ｂから線分ＡＥにひいた垂線と線分ＡＥとの交点をＦとする。ＣＥ＝３㎝

ＥＦ＝２㎝，ＢＣ＝７㎝のとき次の問いに答えなさい。

（問） △ＦＢＣの面積は平行四辺形ＡＢＣＤの面積の何倍か，求めなさい。

質問へのお答え

ご質問ありがとうございます。以下のように解いてみました。

☆ ☆ ☆

［答 案］

図の添付がありませんでしたので

与えられた問題の条件から，右のよ

うな図を想定して解いてみました。

問題で与えられた条件から導き出せる辺の ［図１］

長さは，右の図のようになります。

ここでは△ＡＥＤが１辺が７㎝の正三角形に

なることを押さえることがポイントになります。
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ＡＥを延長した直線とＢＣを延長した直線の ［図２］

交点をＧとします。

△ＡＥＤ∽△ＧＥＣ（２角相当）より，

・△ＥＣＧが正三角形であること

・△ＡＢＧが正三角形であること

を押さえます。

△ＢＧＡにおいて，

△ＢＧＡが二等辺三角形であることから

頂点Ｂから底辺ＧＡに引いた垂線は底辺ＧＡを

二等分するから，ＦＡ＝５㎝＝ＦＧ

よってＡＧ＝ＡＢ＝ＢＧ＝１０㎝

平行四辺形の対辺の長さは等しいから

ＡＢ＝ＤＣ＝１０㎝

また，ＥＧ＝ＦＧ－ＦＥ

＝５㎝－２㎝＝３㎝

より，ＥＧ＝ＥＣ＝ＣＧ＝３㎝

以上が，右図のデータの説明です。

［図３］

★ ★ ★

１ △ＥＣＧ＝ｔとおきます。

２ △ＣＧＦで，点Ｃを共通頂点として

△ＣＧＥと△ＣＥＦで

面積は底辺の比に比例するから

ｔ：△ＣＥＦ＝３：２

２
△ＣＥＦ＝ ｔ

３

３ △ＡＥＤ∽△ＧＥＣより，

相似比が７：３だから

面積比は７２：３２で，

△ＡＥＤ：ｔ＝７２：３２ より，

４９
△ＡＥＤ＝ ｔ

９

４ △ＦＣＧ＝△ＣＥＦ＋△ＣＧＥ

２ ５
＝ ｔ＋ｔ＝ ｔ
３ ３

△ＦＢＧで，点Ｆを共通頂点として

△ＦＢＣと△ＦＣＧで

面積は底辺の比に比例するから 【注】□でかこった番号は，考える順序を表します。

５
△ＦＢＣ： ｔ＝７：３

３

３５
△ＦＢＣ＝ ｔ

９



５ △ＡＣＤで，点Ａを共通頂点として

△ＡＣＤと△ＡＥＤで

面積は底辺の比に比例するから

４９ ７０
△ＡＣＤ： ｔ＝１０：７ より，△ＡＣＤ＝ ｔ

９ ９

６ □ＡＢＣＤ＝△ＡＣＤ×２

７０ １４０
＝ ｔ×２＝ ｔ

９ ９

★

よって，△ＦＢＣ÷□ＡＢＣＤ

３５ １４０ ３５ｔ ９ １
＝ ｔ÷ ｔ＝ × ＝

９ ９ ９ １４０ｔ ４

１
答［ 倍 ］

４

■ 三角形や平行四辺形の面積の問題は，上のように，共通頂点をみつけ，「面積は底辺の比に比例

する」という性質を使い，比例式を立てこれと解いて必要な面積を求めていく操作を繰り返し，問題

として問われている面積の比を求める，というプロセスをとるのが”定石”です。

問題とされる図形の面積比を求める途中で，いくつもの図形の面積比を求めなくてはならないのが

この種の問題のおもしろさ・楽しさであるとともに困難さでもあります。

ある程度，似たような問題をやっていると，「あっ，またあの手だ！」と気づきます。

いろいろな問題をやってみて下さい。

なお，上の解法は，比を文字を導入して量（面積）として扱い，途中では面積を求める操作を行い

最後に求めた面積を比に直す，という手法です。（もっとも，面積÷面積を計算することで，自動的

に面積の比が出てくるのですが…）

このように比を量の関係として追っていくと，辺の長さと面積の比が混乱しません。

ご質問，ありがとうございました。また，ご質問下さい。


	print: 
	to Rireki: 


